
問い合わせ先

 国土交通省　東北地方整備局　最上川ダム統合管理事務所　

    山形県西村山郡西川町大字砂子関１５８　　

　　副所長（技術）　高橋　長幸　（内線２０４）

　　調査課長　　　　髙橋　正志　（内線３５１）

電話　０２３７－７５－２３１１（代表）

　最上川ダム統合管理事務所管内では、台風１８号の大雨により、平成２６年
１０月６日、寒河江ダムにおいて防災操作（洪水調節）を実施し、下流河川の
水位低減に効果を発揮しました。

　　　　　　　　　　　　最大流入量　　　　　　ダムに貯めた量
　・寒河江ダム　　　　　２４６m3/s　　　　　　　２２３m3/s

　この防災操作により、寒河江ダムの下流河川で０．７ｍ、水位を低減させる
効果があったものと推測されます。

　数値は速報値であり、今後変わる可能性があります。

【発表記者会：山形県政記者クラブ】

平 成 ２ ６ 年 １ ０ 月 ６ 日

国土交通省東北地方整備局

最上川ダム統合管理事務所

～

台風１８号の大雨における寒河江ダムの効果について

記者発表

～寒河江ダムの下流河川で０．７ｍの水位低減効果
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最上川水系 寒河江ダムの効果（ ）

○寒河江ダム上流域において、流域平均累加雨量は81.7mm、最大流入量は毎秒246立方メートルとなりました。
○ダム下流の西根地点（寒河江川下流基準地点）では、０．７ｍの水位を低減させる効果があったものと推測され
ます。

平成26年10月6日 台風18号に伴う降雨

寒河江ダム

寒河江川

西根観測所

ダム整備前：10.46ｍ
ダム整備後： 9.77ｍ

→0.7mの水位低減

位 置 図

河川水位の状況（西根観測所）

寒河江ダム貯水状況 10/6  16:30

寒河江ダム洪水調節状況 10/6  

寒河江ダム貯水量配分

最大調節量

223m3/s

堤頂標高 EL 405.0m
洪水時最高水位 EL 400.0m

平常時最高貯水位 EL 398.5m

ダム高
112.0m

最低水位 EL 341.5m

基礎地盤 EL 293.0m

ロックフィルダム（中央コア型）

堆砂容量 1,100万m
3

（ 6/16～10/10)
洪水期

利水容量
9,300万m3

洪水調節容量 3,700万m
3

フ
ィ
ル
タ
ー

コ
ア

ダムが貯めた調節総水量
113万m3

ロ
ッ
ク

最上川

洪水貯留準備貯水位 EL 387.0m

時間雨量

累加雨量

▲ダム調節後の最高水位 9.77m

▼ダムが無い場合の推定 10.46m
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